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生成AIのビジネス活用
に関するアンケート調査

生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
活
用
し
て

い
る
企
業
は
全
体
で
約
４
割
と

な
り
、業
種
分
野
に
よ
っ
て
導

入
状
況
に
差
が
見
ら
れ
た
。

主
な
活
用
目
的
は
業
務
効
率

化
で
あ
り
、文
章
作
成
や
要
約

な
ど
日
常
業
務
の
支
援
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
企

業
の
多
く
が
効
果
を
実
感
し

て
お
り
、活
用
範
囲
が
広
が
る

ほ
ど
、そ
の
実
感
度
も
高
ま
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

〇
調
査
時
期

　

令
和
７
年
４
月
１
日
㈫
～
１5
日
㈫

〇
調
査
方
法　
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
、

　
Ｗ
ｅ
ｂ 

フ
ォ
ー
ム
で
回
答

〇
調
査
対
象 

会
員
事
業
所
の
う
ち
、

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０
件

〇
回
答
数　

１
５
１
件
（
回
答
率
１5
・１
％
）

（
生
成
Ａ
Ｉ
と
は
…
）

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
や
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
な
ど

の
言
語
モ
デ
ル
を
基
盤
と
し
、
チ
ャ
ッ
ト
を

介
し
て
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
音
声
・
動
画
を

自
動
生
成
す
る
人
工
知
能
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
で
活
用
し
て
い
る
企
業

は
全
体
で
44
・
４
％
で
あ
っ
た
。
業
種
分
野

別
で
は
、サ
ー
ビ
ス
業
の
活
用
率
が
55
・６
％

と
最
も
高
く
、
製
造
業
お
よ
び
建
設
業
で
は

約
３
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。（
グ
ラ
フ
３
）

　

従
業
員
規
模
別
で
は
、
０
～
１0
名
の
企
業

で
は
活
用
率
が
38
・
７
％
に
と
ど
ま
る
一
方

で
、
１１
～
50
名
、
5１
～
１
０
０
名
、
１
０
１

名
以
上
の
企
業
で
は
い
ず
れ
も
約
５
割
と

な
っ
て
お
り
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

活
用
が
進
ん
で
い
る
。（
グ
ラ
フ
４
）

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
目
的
と
し
て

「
業
務
効
率
化
（
コ
ス
ト
削
減
）」
が
88
・１
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
意
思
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
」（
28
・
４
％
）、
と
な
っ
た
。（
表
１
）

　

具
体
的
な
活
用
業
務
に
つ
い
て
は
、
文
章

作
成
・
要
約
（
議
事
録
・
メ
ー
ル
・
挨
拶
文

な
ど
）」
が
74
・
６
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
ア
イ
デ
ア
出
し
」（
53
・７
％
）
と
な
り
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
主
に
日
常
的
な
定
型
業
務
を

迅
速
か
つ
正
確
に
行
う
た
め
の
手
段
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。（
表
２
）

 

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
状
況

 

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
目
的
・
業
務

 

調
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概
要

全体

製造業
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小売業

卸売業

サービス業

活用している
活用していない生成AIの活用率（業種分野別）

グラフ

3
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44.4%

31.4%
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生成AIの活用率（従業員規模別）
グラフ

4

0 20 40 60 80 100

38.7% 61.3%

50.0% 50.0%

50.0% 50.0%

46.2% 53.8%

グラフ 2　従業員規模 グラフ 1　業種分野

製造業

23.1%

建設業

12.6%
卸売業

11.3%小売業

11.3%

サービス業

41.7%
0～10名

41.1%

101名以上

25.8%

11～50名

22.5%

51～100名

10.6%
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生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
活
用
し
て

い
る
企
業
は
全
体
で
約
４
割
と

な
り
、業
種
分
野
に
よ
っ
て
導

入
状
況
に
差
が
見
ら
れ
た
。

主
な
活
用
目
的
は
業
務
効
率

化
で
あ
り
、文
章
作
成
や
要
約

な
ど
日
常
業
務
の
支
援
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
企

業
の
多
く
が
効
果
を
実
感
し

て
お
り
、活
用
範
囲
が
広
が
る

ほ
ど
、そ
の
実
感
度
も
高
ま
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
、
全
体
の

86
・６
％
が
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
、

従
業
員
規
模
別
で
は
、
０
～
１0
名
の
企
業
で

は
9１
・７
％
が
効
果
を
実
感
し
て
い
る
一
方
、

１
０
１
名
以
上
の
企
業
で
は
77
・
８
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。（
グ
ラ
フ
５
）

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
範
囲
と
し
て
「
特
定
の

個
人
の
み
活
用
し
て
い
る
」
が
32
・
８
％
と

最
も
多
い
一
方
で
、「
社
内
全
体
で
活
用
し

て
い
る
」
は
１9
・
４
％
に
と
ど
ま
り
、
全
社

的
な
活
用
は
限
定
的
で
あ
る
。（
グ
ラ
フ
６
）

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
範
囲
が
広
い
企
業
ほ
ど

効
果
を
実
感
し
て
お
り
、
社
内
全
体
で
活
用

し
て
い
る
企
業
で
は
92
・
３
％
が
効
果
を
実

感
し
て
い
る
の
に
対
し
、
特
定
の
個
人
の
み

活
用
し
て
い
る
企
業
で
は
、
77
・
２
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。（
グ
ラ
フ
７
）

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
な
い
企
業
で

は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
べ
き
業
務
が
不

明
確
」（
5１
・
２
％
）
や
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
か
か
る
人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」（
47
・

６
％
）
が
主
な
理
由
で
あ
り
、
具
体
的
な
活

用
イ
メ
ー
ジ
の
欠
如
や
体
制
の
不
足
が
障
壁

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
生
成
Ａ
Ｉ
の
必

要
性
を
感
じ
な
い
」
と
の
声
も
一
定
数
あ
り
、

活
用
目
的
や
効
果
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。（
表
３
）

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
企
業
で

は
、「
情
報
漏
洩
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
不
安
」

（
50
・
７
％
）
や
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
情
報
の
正

確
性
」（
47
・
８
％
）
へ
の
懸
念
が
根
強
く
、

情
報
漏
洩
や
誤
情
報
の
出
力
と
い
っ
た
リ
ス

ク
に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
。（
表

４
）

 

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
効
果

 

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
け
る
障
壁
・
課
題

福井商工会議所
産業技術・DX推進課

TEL

0776-33-8252
詳しくはこちら

お問い合わせ

0 20 40 60 80 100

生成AIの活用範囲×効果
グラフ

7

社内全体で活用している

社内の特定部門のみ
活用している

特定の個人のみ
活用している

従業員の判断で自由に
活用している

大いに効果あり
やや効果あり
どちらともいえない
わからない

23.1% 69.2% 7.7%

35.3% 47.1% 17.6%

22.7% 54.5% 22.7%

50.0% 40.0% 10.0%

大いに効果あり
やや効果あり
どちらともいえない
わからない

全体

0～10名

11～50名

51～100名

101名以上

生成AI活用による効果の実感度
グラフ

5

0 20 40 60 80 100

37.5% 54.2% 8.3%

23.5% 64.7% 11.8%

37.5% 50.0% 12.5%

16.7% 61.1% 16.7% 5.6%

28.4% 58.2% 11.9% 1.5%

生成AIの活用範囲
グラフ

6

社内全体で
活用している

19.4%

社内の特定部門
のみ活用している

25.4%
特定の個人

のみ活用している

32.8%

従業員の判断で
自由に活用している

14.9%

試験的に活用している段階
7.5%

表１　生成AI を活用している目的

表 3　生成 AI を活用していない理由

表２　生成AI を活用している業務

表 4　生成 AI を活用する中での課題・懸念

構成比
業務効率化（コスト削減） 88.1％
意思決定のプロセス 28.4％
人手不足への対応 25.4％

構成比
生成AI を活用すべき業務が不明確 51.2%
生成 AI の活用にかかる人材・ノウハウ不足 47.6%
生成 AI の必要性を感じない 29.8%

構成比
文書作成・要約（議事録・メール・挨拶文など） 74.6％
アイデア出し 53.7％
情報収集 52.2％

構成比
情報漏洩などセキュリティ不安 50.7%
生成 AI の情報の正確性 47.8%
プライバシー保護など法的な規制 37.3%


